











































いる。表現誤りの区分は 2 つある。error と modify である。error は文法的な誤りを表し、それに対して modify は
表現上の誤りを表す。




　modify には 3 つの下位分類がある（英語作文のみ）。preference、style と gray である。preference は、別の表現
に変えることが望ましいことを表す。style は、文体視点からみて、修正をするべきであることを示す。gray は、文












は composition タグでマークされる。学習者情報とテキスト情報に分けられる。学習者情報は学習者を特定する ID、
学習者の学習履歴などの属性を記録する attributes などがある。テキスト情報は、前節で示した誤用の解釈枠組みを
タグで表現している。






図 2 XML データとそのマップ





や学習者属性も記録されている。これらデータはシステム内のコーパス DB に取り込まれる。コーパス DB は RDB2
（MySQL3）を採用している。



































は三種類（英語、中国語、日本語）である。誤用作文数は、英語が 41、中国語が 230、日本語が 44 である（合計





　[ 誤用文字列 ] は、作文テキスト中にある誤用文字列である。学習者が産出したテキストである。[ 修正文字列 ] は、
作文の校正者によって修正された文字列である。[ 削除タイプから検索 ] における選択肢は [ 削除 ]、[ 追加 ]、[ 置換 ]















　図 9 には検索結果の例を示す。[ 誤用文字列 ] に「が」を指定し、[ 修正文字列 ] に「は」を指定した場合である。[ 該



















クライアント側環境 ウェブブラウザ（Internet Explorer，Google Chrome，Mozilla Firefox，Safari の最新版で動作確認）















































ステム。リレーショナル・データベースのデータを操作するための言語は SQL（Structured Query Language）ある。SQL は業界
標準として広く普及していて、様々なデータベース管理システムで利用できる。SQL を使うことで RDBMS（リレーショナル・デー
タベース・マネジメントシステム）に指令を行い、必要なデータを RDB に格納したり、格納したデータを RDB から取り出したり
することができる。
3　 MySQL は高速性と堅牢性を追及したマルチユーザ・マルチスレッドのデータベース。人気の高いオープンソースデータベース。
4　 KWIC（Keyword in context）は、文章データの索引を作成する方法の一つ。検索のため指定したキーワードと、その前後（左右）
のテキストも提示することで検索結果の確認が容易になり、文脈を考慮したキーワード検索部分の解釈の効率を高めることができる。
5　  XSLT （XSL Transformations）は、W3C により標準化された XML 文書の変換用言語。
6　 JSON（JavaScript Object Notation）はデータ記述言語の 1 つで、軽量である（データ送受信時の通信負荷が小さい）ことが特徴。
7　 ウェブブラウザ内で非同期通信を行いながらインターフェイスの構築を行う手法。XMLHttpRequest による非同期通信を利用し、
通信結果に応じてダイナミック HTML で動的にページの一部を書き換える。
8　 サーバは Linux OS 系の CentOS 6.7 で運用している。
9　 RELAX NG は、マークアップ言語 XML のスキーマ言語の一つ。RELAX NG で記述されたスキーマは、XML 文書の構造と内容の
パターンを定義する。
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The paper explains a web-accessible search engine for Learner’s Error Corpora making use of XML represen-
tation which expresses multiple information (errors and the corresponding corrections) all together.Network-based 
implementation of the system enables the users to find the words which they are interested in via a Web interface. 
Implementation approach and architecture of the system are described in detail in relation to the software develop-
ment. In the paper, some related examples will be introduced to lead the reader to understand technological com-
plexity. 
